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三

○
規
　
　
　
　
　
則

　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
規
則
第
四
十
七
号

　
　
　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
（
平
成
九
年
大
分
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
授
業
料
等
の
還
付
）

第
五
条
　
既
納
の
授
業
料
等
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
授
業
料
等
を
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一　

学
生
が
授
業
料
又
は
入
学
料
を
納
付
し
た
後
、
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き　

授
業
料

　
　

及
び
入
学
料

　

二　

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
授
業
料
納
付
後
、
入
学
を
辞
退
し
た
と
き　

授
業
料

　

三　

学
生
が
授
業
料
納
付
後
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
学
年
の
中
途
で
卒
業
し
、
又
は
学
年
の
中
途
に
お
い

　
　

て
休
学
を
許
可
さ
れ
た
と
き　

授
業
料

　

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
等
）

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

第
十
一
条　

条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
授
業
料
又
は
入
学
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

　

は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
し
て
認
定
を
受
け

　

た
者
と
す
る
。

　

一　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

　
　

イ　

学
業
成
績
が
、
特
に
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　
　

ロ　

学
生
及
び
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者
（
以
下
「
生
計
維
持
者
」
と
い
う
。
）
の
収
入
及
び
資
産
の

　
　
　

状
況
に
つ
い
て
極
め
て
修
学
に
困
難
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

二　

生
計
維
持
者
の
死
亡
、
災
害
そ
の
他
の
予
期
し
な
か
っ
た
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
に
授

　
　

業
料
又
は
入
学
料
の
減
免
を
受
け
る
必
要
が
生
じ
た
者
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２　

知
事
は
、
授
業
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
前
項
の
認
定
を
受
け
る
ま
で
の
間
、

　

当
該
授
業
料
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　

３　

第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
授
業
料
等
減
免
等
対
象
者
認
定
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）

　

に
家
庭
状
況
調
書
（
第
四
号
様
式
）
を
添
え
て
、
校
長
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
。

４　

校
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
申
請
書
を
知
事
に
進
達
す
る
と
き
は
、
必
要
な
調
査
を
行
い
、

　

当
該
申
請
書
に
意
見
書
（
第
五
号
様
式
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

授
業
料
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
の
期
間
は
、
当
該
各
期
の
末
日
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

　

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
授
業
料
の
減
免
の
期
間
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
委
任
）

第
十
二
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
授
業
料
等
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に

　

定
め
る
。

　

第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

二

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

第
３
号
様
式
（
第
１
１
条
関
係
）

大
分
県
知
事
　
殿

都
道

府
県

市
区

町
村

授
業
料
等
減
免
等
対
象
者
認
定
申
請
書

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
第
１
１
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

※
以
下
の
全
て
の
項
目
を
申
請
者
本
人
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
を
付
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
）

授
業
料
（
前
期
　
・
　
後
期
）

入
　
学
　
料

を
減
免
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

フ
リ
ガ
ナ

入
学
年
月

年
　
　
月
入
学

氏
　
名

生
年
月
日

年
月

日
生
　
（

歳
）

現
住
所

本
校
に
お
い
て
授
業
料
の
減
免
を
受
け
て
い

る
期
間
　
（
＊
）

年
月
～

年
月

　
こ
の
申
請
書
の
記
載
事
項
は
、
事
実
と
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
申
請
書
の
記
載
事
項
に
事
実
と
相
違
が

あ
っ
た
場
合
、
認
定
を
取
り
消
さ
れ
、
減
免
を
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
と
も
に
、
減
免
を
受
け
た
金
額

の
支
払
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
す
。

〒
－

学
年
等

科
年

過
去
に
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
に
お
い
て
入
学
料
の
減
免
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
あ
る
　
　
・

な
い

第
４
号
様
式

（
第

１
１

条
関

係
）

家
庭

状
況

調
書

１
　

申
請

者
（

本
人

）
に

つ
い

て

日
本

国
・

日
本

国
以

外
　
国
　
籍
　
等

申請者（本人）

施設等在籍状況

　
あ

な
た

は
社

会
的

養
護

を
必

要
と

す
る

、
又

は
高

等
学

校
等

在
籍

時
に

必
要

と
し

て
い

た
人

で
す

か
。

は
い

・
い

い
え

（
上

記
「

は
い

」
と

答
え

た
人

の
み

回
答

）

 
児

童
養

護
施

設
に

入
所

　
・

　
児

童
自

立
支

援
施

設
に

入
所

　
・

　
児

童
心

理
治

療
施

設
に

入
所

 
自

立
援

助
ホ

ー
ム

に
入

所
　

・
　

里
親

に
養

育
　

・
　

フ
ァ

ミ
リ

ー
ホ

ー
ム

で
養

育

２
　

生
計

維
持

者
に

つ
い

て

　
同

一
世

帯
に

父
母

と
も

い
る

場
合

、
収

入
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
必

ず
父

母
と

も
「

生
計

維
持

者
」

の
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
（

生
計

維
持

者
と

は
、

申
請

者
の

家
計

を
支

え
て

い
る

者
で

あ
り

、
原

則
父

母
と

し
て

い
ま

す
。

父
母

が
い

な
い

場
合

は
、

代
わ

っ
て

生
計

を
維

持
し

て
い

る
者

と
な

り
ま

す
（

最
大

２
名

）
。

）

生計維持者１

フ
リ

ガ
ナ

申
請

者
と

の
続

柄
氏

　
名

印

現
住

所

（
□

申
請

者
と

同
じ

場
合

は
左

に
✔

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
）

〒
－

生
年

月
日

年
月

日
生

　
（

歳
）

年
１

月
１

日
時

点
で

日
本

国
内

に
住

民
票

の
登

録
が

あ
る

。

生計維持者２

フ
リ

ガ
ナ

申
請

者
と

の
続

柄
氏

　
名

印

現
住

所

年
１

月
１

日
時

点
で

生
活

保
護

法
の

生
活

扶
助

を
受

給
し

て
い

る
。

は
い

・
い

い
え

（
□

申
請

者
と

同
じ

場
合

は
左

に
✔

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
）

〒
－

生
年

月
日

年
月

日
生

　
（

歳
）

年
１

月
１

日
時

点
で

生
活

保
護

法
の

生
活

扶
助

を
受

給
し

て
い

る
。

は
い

・
い

い
え

年
１

月
１

日
時

点
で

日
本

国
内

に
住

民
票

の
登

録
が

あ
る

。
は

い
・

い
い

え

は
い

・
い

い
え



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

三

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

申
請
者

（
あ
な
た
）

生
計
維
持
者
１

注
１２３４５

※
「
い
い
え
」
を
選
ん
だ
場
合
は
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
授
業
料
等
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

３
　
資
産
の
申
告

申
請
者
（
あ
な
た
）
と
生
計
維
持
者
（
原
則
父
母
）
の
資
産
の

合
計
は
2
,
0
0
0
万
円
未
満
（
生
計
維
持
者
が
1
人
の
場
合
は
1
,
2
5
0

万
円
未
満
）
で
す
か
。

は
い

・
い
い
え

　
外
国
籍
の
方
は
、
在
留
資
格
及
び
在
留
期
限
が
わ
か
る
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
及
び
提
出
さ
れ
た
書
類
の
情
報
は
、
授
業
料
等
減
免
の
認
定
及
び
本
校
が
実
施
す
る
経
済

支
援
の
た
め
に
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
授
業
料
等
減
免
制
度
の
検
討
の
た
め
、
統
計
資
料
の
作
成
に
利
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
作
成
に
際
し
て
は
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
処
理
し
ま
す
。

申
請
者
（
あ
な
た
）
と
生
計
維
持

者
（
原
則
父
母
）
の
資
産
額

（
1
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
て
記

入
）

生
計
維
持
者
２

　
申
請
者
（
あ
な
た
）
と
生
計
維
持
者
（
原
則
父
母
）
に
関
す
る
市
町
村
発
行
の
最
新
の
「
住
民
票
の
写
し
」
及
び
「
課

税
証
明
書
」
（
原
本
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
者
や
生
計
維
持
者
の
い
ず
れ
か
が
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
１
月
１
日
時
点
の
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
、
又
は
し
て
い
た
方
の
場
合
は
、
生
計
維
持
者
の
欄
は
記
入
不
要
で
す
。
児
童
養
護
施
設

等
の
在
籍
又
は
退
所
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則

　

の
施
行
の
日
前
に
既
に
納
付
さ
れ
た
令
和
二
年
度
分
に
係
る
授
業
料
等
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
規
則
第
四
十
八
号

　
　
　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
（
平
成
二
十
年
大
分
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
授
業
料
等
の
還
付
）

第
五
条　

既
納
の
授
業
料
等
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
授
業
料
等
を
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

学
生
が
、
授
業
料
又
は
入
学
料
を
納
付
し
た
後
、
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律

　
　

（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
。
以
下
「
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を

　
　

受
け
た
と
き　

授
業
料
及
び
入
学
料

　

二　

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
、
授
業
料
を
納
付
後
、
入
学
を
辞
退
し
た
と
き　

授
業
料

　

三　

学
生
が
、
授
業
料
を
納
付
後
、
学
年
の
中
途
に
お
い
て
休
学
を
許
可
さ
れ
た
と
き　

授
業
料

　

第
九
条
第
二
項
中
「
第
一
号
様
式
」
を
「
別
記
様
式
」
に
改
め
、
第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
）

第
十
条　

条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

　

は
、
支
援
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）

　

を
受
け
た
者
と
す
る
。

２　

前
項
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
の
額
は
、
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令

　

（
令
和
元
年
政
令
第
四
十
九
号
）
第
二
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３　

第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
大
学
等
に
お
け
る
修
学

　

の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
元
年
文
部
科
学
省
令
第
六
号
）
第
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

　

る
通
知
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
授
業
料
及
び
入
学
料
の
徴
収
を
猶
予
す
る
も
の
と
す
る
。



大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

四

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日

　

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
委
任
）

第
十
一
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
授
業
料
等
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に

　

定
め
る
。

　

第
二
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
削
り
、
第
一
号
様
式
を
別
記
様
式
と
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
立
農
業
大
学
校
授
業
料
等
徴
収
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施

　

行
の
日
前
に
既
に
納
付
さ
れ
た
令
和
二
年
度
分
に
係
る
授
業
料
等
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。


